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す
え
っ
肥
は
、
人
気
が
あ
り
、
売

れ
行
き
が
良
い
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
な
ど
、

と
て
も
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
る
の
に
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
お
よ
び
屋
根
が
破
損
し
、
危

険
度
が
高
い
。
修
繕
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
？

須
恵
町
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
※
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
相
談
件
数

が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
？

Q

Q

長
期
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
再
度

検
討
し
た
い
。（
地
域
振
興
課
長
）

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

修
繕
は
？

教
育
相
談
の
件
数
が

多
い
の
は
な
ぜ
か
？

28
年
度
分
・一
部
抜
粋

予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
質
疑
か
ら

Q&A

A

ふくおか良質堆肥コンクール
において金賞を受賞

エコ堆肥
すえっ肥（すえっぴ）

好評販売中!!
（須恵町ホームページ）

破損したブロック塀と屋根

須恵町のＳＳＷ
荒巻智之先生（左）・山内未紗希先生（右）

ふくおか良質堆肥コンクール
において金賞を受賞

須
恵
町
で
は
、
町
独
自
で
、
す
べ

て
の
小
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
、
中
学
校
区
に
Ｓ
Ｓ
Ｗ

２
人
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
相
談
体
制

が
で
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
相
談
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。（
子
ど
も
教
育
課
長
）

※
Ｓ
Ｓ
Ｗ︵
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
︶

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
学
校
教
育
全
般
の
相
談
や
、

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
家
庭
教
育
全
般
の
相
談
に

対
応
し
、
家
庭・学
校・地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
相
談
員
。

A

専
門
の
職
員
を
配
置
す
る
の
か
？

Q
学
校
の
先
生
の
資
格
を
持
っ
た
指

導
員
１
人
と
、
補
助
員
２
人
の
計

３
人
を
配
置
す
る
計
画
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
学
校
復
帰
で
き

る
よ
う
支
援
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

現
段
階
で
は
、
公
共
施
設
に
空
き
が
な
い

た
め
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を
利
用
す

る
予
定
。（
子
ど
も
教
育
課
長
）

不
登
校
児
童
生
徒
適
応

指
導
教
室
の
指
導
者
は
？

A
P
6  

28
年
度
事
業
の
目
玉
参
照
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　監視を強化したリサイクルボックス

Q

A

　
町
内
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
や
各
家
庭
の
ご
み
置
き
場
か
ら
、

資
源
ご
み
が
持
ち
去
ら
れ
る
事
案

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
須
恵
町
政
治
倫
理
条
例
第
５
条

に
規
定
す
る﹁
資
産
及
び
所
得
等
報

告
書
﹂の
提
出
の
適
用
を
受
け
る
も

の
の
う
ち
、
副
町
長
と
教
育
長
を

対
象
か
ら
除
外
す
る
内
容
の
条
例

改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
反
対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

 

審 

議

 

町
の
三
役
で
あ
る
の
で
、

今
ま
で
ど
お
り
報
告
す
る

こ
と
で
良
い
の
で
は
？

 

副
町
長
と
教
育
長
は
、
公

職
選
挙
法
に
よ
る
選
挙
で

選
ば
れ
た
政
治
家
で
は
な

い
た
め
、
報
告
の
必
要
は

な
い
と
考
え
る
。

 

備
品
購
入
等
へ
の
口
添
え

や
金
品
の
授
受
等
に
対
し

て
、
潔
白
を
証
明
す
る
た

め
に
も
、
改
正
す
べ
き
で

な
い
の
で
は
？

資
源
ご
み
の

　
持
ち
去
り
防
止
を

政
治
倫
理
条
例
の

　
一
部
改
正
案
を
否
決

 

今
回
の
改
正
案
で
は
、
所

得
と
資
産
の
報
告
は
除
外

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

金
品
授
受
の
禁
止
、
町
職

員
採
用
に
関
す
る
推
薦
・

紹
介
の
禁
止
等
は
残
し
て

い
る
。

 

討 

論
白
水 

勝
元 

議
員

情
報
公
開
の
範
囲
を
狭
く
す
る

副
町
長
・
教
育
長
は
、
間
接
的
に

選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
健
全
な
民
主
主
義
を
保
つ

た
め
に
は
情
報
公
開
が
必
要
だ
が
、

こ
の
改
正
案
は
そ
の
公
開
範
囲
を

狭
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
⻆ 

栄
重 

議
員

除
外
し
て
も
問
題
は
な
い

町
長
の
責
任
で
、
副
町
長
・
教
育

長
を
選
ん
で
い
る
。
選
挙
で
選
ば

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
対
象
か
ら
除

AQ

外
し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

田
ノ
上 

真 

議
員

議
論
不
足
を
痛
感

制
定
時
の
議
論
を
尊
重
す
べ
き

こ
の
条
例
は
、
平
成
６
年
に
議
論

を
積
み
重
ね
た
う
え
で
、
全
員
賛

成
の
可
決
を
も
っ
て
成
立
し
た
も

の
。
当
時
の
吉
松
昭
幸
町
長
も﹁
町

民
の
信
頼
に
応
え
、
公
正
で
開
か

れ
た
民
主
的
町
政
を
行
う
た
め
に

は
四
役
お
よ
び
議
員
を
対
象
と
し

た
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
を
行
う

べ
き
﹂と
発
言
さ
れ
て
お
り
、
須
恵

町
の
町
政
を
鑑か

ん
がみ
た
合
理
性
の
あ

る
規
定
と
思
わ
れ
る
。
条
例
の
改

正
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
条
例
制
定
の
経
過
を
尊

重
し
、
今
一
度
、
丁
寧
な
議
論
を

積
み
上
げ
て
か
ら
納
得
で
き
る
結

論
を
出
す
べ
き
と
考
え
る
。

全員賛成全員賛成可決可決
全員賛成可決
全員賛成全員賛成可決
全員賛成

反対反対11 賛成２２否決否決
反対否決
反対反対否決
反対11 否決
11 賛成否決
賛成２否決２２否決２

持ち去り行為を発見した場合は、日時・場所・
資源物の種類・車両や持ち去り者の特徴な
どを地域振興課までお知らせください。
 地域振興課   ☎ 932・1438

持ち去り行為を見かけたら…!

須
恵
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
罰
則
規
定
等
を
追
加
）

● 

町
の
委
託
を
受
け
た
者
以
外
は
、

収
集
等
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

● 

違
反
し
た
者
は
５
万
円
以
下
の

過
料
に
処
す
る
。

賛
成

反
対

反
対
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